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 関節リウマチ（Rheumatoid arthritis : RA）は、関節滑膜を主とする持続性炎症により進行性

の関節破壊をきたす全身性自己免疫疾患である。RAの関節炎局所ではTNF-やIL-6などの炎

症性サイトカインの増加に加え、ケモカインや炎症メディエーター等が複雑に関与して病像

を形成している。近年、関節超音波検査（関節エコー）を用いることにより、診察で極めて

評価困難な関節腫脹も実際の滑膜肥厚・血流増多所見として直接検出できるようになり、活

動性関節炎を客観的に評価することが可能となった。急速な普及の一方で、関節エコーで可

視化された画像所見が関節炎のどのような病態を反映しているのかは十分明確になっていな

い。そこで、本研究では関節エコー所見と関節局所の炎症性因子や滑膜病理組織所見との関

連に着目し、関節エコー所見の病態学的意義を細胞・分子レベルで明らかにすることを目的

とした。 

 RA患者44例（未治療群：25例、治療群：19例）を対象とし、全例に関節エコーを施行し、

膝関節から滑液を採取した。また、治療群の2例では関節エコーガイド下に滑膜針生検を施行

した。関節エコー画像は臨床的にも評価される滑膜肥厚、血流に、滑膜輝度を加えた3つのパ

ラメーターについて、画像解析ソフトウエアを用いて定量的に評価した。関節液中の微量サ

イトカイン等はフローサイトメトリーを用いた高感度測定法により定量した。上記のデータ

を臨床情報とともに統計学的解析を実施した。まず、未治療群においては、関節エコーで認

められた滑膜肥厚・血流所見とも滑液中のIL-6、IL-8、IL-1などの炎症性サイトカイン濃度と

強い正の相関を認めた。また滑膜血流所見ではVEGF、フラクタルカインなどの血管新生や血

管内皮の関連因子と正の相関を認めた。一方、治療群では滑膜肥厚は関節液中のサイトカイ

ンとの相関が消失し、滑膜血流および輝度が関節液中のサイトカイン濃度と関連していた。

さらに治療群においては、滑膜輝度が低いことは炎症細胞浸潤がより密であることと関連す

ることを見出した。 

 本研究はRA患者における関節エコー所見は、関節局所の炎症性因子と密接に関連し、分子

病態を的確に反映することを示した。さらに滑膜輝度という新規評価所見を含む3種類のエ

コー所見は異なる炎症病態と関連付けられ、その臨床的意義を明らかにした。  
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